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はじめに

本市では、昭和60年３月29日に非核平和都市を宣言して以来、非核平和理念の市民への浸透と

平和意識を高めることを目的に幅広い平和事業を行っています。

令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により、「平和学習青少年派遣事業」、「親子

平和バスツアー」、「非核平和街頭キャンペーン」を中止せざるを得ない状況となりました。

他にも、小・中学校での被爆体験講話については、浦安被爆者つくしの会の訪問を辞め、代わ

りに映像資料（DVD）による平和学習を行いました。また、市民向けに実施している長崎の語り

部による被爆体験講話事業についても、本市へ被爆者を招聘せず、代わりにオンラインでの被爆

体験講話や、浦安被爆者つくしの会、浦安市平和使節団OB・OGを交えた平和を語る会を行いまし

た。

形を変えての事業実施となりましたが、映像資料（DVD）による平和学習は学校の任意の日で

実施できたこと、オンラインでの被爆体験講話はYouTubeで配信することで、聴講できる方が増

えたことなど、工夫することによって、次代を担う子どもたちをはじめ市民の皆様に、より平和

の尊さを伝えることができたという利点もありました。

新型コロナウイルス感染拡大状況により活動が制限されますが、当たり前だった日常が困難と

なった今だからこそ、市民一人ひとりに平和の尊さをお伝えするため、工夫を施しながらできる

限り様々な非核平和事業を実施してまいりますので、御協力をいただければ幸いです。

終わりに、本市の非核平和事業への参加者の皆様、事業実施にあたり御協力をいただきました

浦安被爆者つくしの会、浦安市平和使節団OB・OG、 (公財)長崎平和推進協会、広島平和記念資

料館、市立小学校・中学校の皆様に御礼を申し上げます。
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１ 小・中学校平和学習事業

（１）映像資料（DVD）による平和学習

【実施内容】

次第に風化していく原爆・戦争の記憶を今にとどめ、核兵器の恐ろしさ、戦争の悲惨さを、戦

争を知らない若い世代や次代を担っていく児童・生徒に伝え、平和の尊さを理解してもらうこと

を目的に、小・中学校平和学習事業を実施しました。

令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、学校訪問による被爆体験講話は行わ

ず、映像資料（DVD）による平和学習を行いました。

平和学習をした児童・生徒数は1,750人であり、多くの児童・生徒へ核兵器の恐ろしさ、平和

の尊さを伝えることができました。

【映像資料（DVD）の内容】 ①浦安市の非核平和事業の紹介 ②浦安被爆者つくしの会によ

る被爆体験講話 ③浦安市平和使節団 OB・OG による平和メッセージ

平和学習実績

令和２年度（DVDによる平和学習） 令和元年度（浦安被爆者つくしの会による講話）

小中学校名 聴講者人数 小中学校名 聴講者人数

1 浦 安 小 学 校 6 年 生 ： 3 6 人 浦 安 小 学 校 6 年 生 ： 5 2 人

2 南 小 学 校 6 年 生 ： 1 4 4 人 南 小 学 校 6 年 生 ： 1 8 5 人

3 北 部 小 学 校 6 年 生 ： 1 4 4 人 見 明 川 小 学 校 6 年 生 ： 8 2 人

4 見 明 川 小 学 校 6 年 生 ： 7 6 人 富 岡 小 学 校 6 年 生 ： 5 6 人

5 富 岡 小 学 校 6 年 生 ： 5 0 人 東 小 学 校 6 年 生 ： 1 0 2 人

6 東 小 学 校 6 年 生 ： 1 0 7 人 舞 浜 小 学 校 6 年 生 ： 9 6 人

7 舞 浜 小 学 校 6 年 生 ： 1 1 9 人 美 浜 北 小 学 校 6 年 生 ： 4 6 人

8 美 浜 北 小 学 校 6 年 生 ： 3 8 人 明 海 小 学 校 6 年 生 ： 5 8 人

9 日 の 出 小 学 校 6 年 生 ： 8 5 人 高 洲 小 学 校 6 年 生 ： 1 5 4 人

10 明 海 小 学 校 6 年 生 ： 4 3 人 日 の 出 南 小 学 校 6 年 生 ： 1 0 0 人

11 日 の 出 南 小 学 校 6 年 生 ： 8 0 人 明 海 南 小 学 校 6 年 生 ： 6 4 人

12 明 海 南 小 学 校 6 年 生 ： 6 4 人 高 洲 北 小 学 校 6 年 生 ： 1 0 3 人

13 入 船 小 学 校 6 年 生 ： 5 0 人 入 船 小 学 校 6 年 生 ： 8 6 人

14 東 野 小 学 校 6 年 生 ： 1 2 7 人

15 浦 安 中 学 校 3 年 生 ： 1 7 5 人

16 見 明 川 中 学 校 2 年 生 ： 7 5 人

17 富 岡 中 学 校 2 年 生 ： 1 5 3 人

18 美 浜 中 学 校 2 年 生 ： 9 0 人

19 明 海 中 学 校 2 年 生 ： 9 4 人

計 1 , 7 5 0人 計 1 , 1 8 4人
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【被爆体験講話小学生アンケート結果】

3. 皆さんはどのようなときに平和だと感じますか。（抜粋）

・友達が笑顔でいてくれるとき、家に帰ったら、すぐにご飯が食べられるとき、楽しくすご

せているとき。

・自分よりも、大変な時代に生きた人の話を聴いたり、そういう人の人生を知った時に、自

分は平和な時代に生きているなと思う。

・ご飯が美味しい時。バスや電車の中で席をゆずりあっている姿を見かける時。

・毎日戦いなどがなくあたり前のように楽しい日々を過ごせている時。

・昔あった戦争などの話を聴いた時。
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5.平和のためにあなたができることは何だと思いますか？

・まず、人を傷つけない。どんな事があっても言葉で伝える、手を出してはならない。

・原爆などが作られないように、自分が行動を起こす。１人１人に原爆のおそろしさが分かるよ

うに常に頭の中に入れておく。

・過去の歴史から平和な時、平和じゃなかった時を知り、なぜ平和じゃない時代になったかを考

えることが必要だと思った。

・差別や偏見をしない、自分がされて嫌なことは絶対にしない（暴力など）。

・戦争を体験した人などから話をきいて理解を深める。体験者はもう本当に少ないから、次の世

代にも繋いでいく。

6.平和についてのメッセージ、感想など、ご自由に書いてください。（抜粋）

・現在の”平和”は日本が原爆をおとされた過去と、それを伝えてきたからこそあるのだと感じ

た。被爆された方から聴いた話を私たちは次の世代にも伝えていくことが必要だと思う。

・「平和」だと思うけど、生まれた時から平和だから当たり前になっている。その当たり前をど

れだけ充実したものに出来るかが、これからの私たちが頑張ること。

・今まで平和について深く考えたことはなかったけれど、今回の映像を通して、平和についても

っと調べたり考えたりしようと思った。戦争についてや、相手を尊重し、思いやる気持ちその

すべてが平和につながっていると思うし、これを色々な人と共有したいと感じた。

・今回の映像だけでなく私は小学校の頃実際につくしの会の人たちが来てくれて、前に聞いた話

と重ねて聴くとやっぱり戦争は、とてもみにくいものだし、平和をつくるのは難しいけど平和

は小さくても身近にたくさんあると思いました。
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（２）非核平和パネル展

【実施内容】

市立小学校17校・市立中学校９校で非核平和パネル展を開催しました。

（市立小・中学校全校で実施）

非核平和パネル展実施校

令和２年度(小学校17校) 令和元年度(小学校17校)

1 見 明 川 小 学 校 11月9日～11月13日 明 海 南 小 学 校 7 月 8 日 ～ 7 月 1 2 日

2 東 小 学 校 11月13日～11月20日 美 浜 南 小 学 校 9 月 9 日 ～ 9 月 1 3 日

3 日 の 出 小 学 校 11月30日～12月4日 北 部 小 学 校 9月 3 0日～ 1 0月 4日

4 高 洲 北 小 学 校 11月30日～12月4日 日 の 出 小 学 校 9月 3 0日～ 1 0月 4日

5 富 岡 小 学 校 12月7日～12月11日 見 明 川 小 学 校 10月16日～10月23日

6 舞 浜 小 学 校 12月11日～12月18日 明 海 小 学 校 10月28日～11月１日

7 南 小 学 校 12月14日～12月21日 東 野 小 学 校 11月11日～11月15日

8 北 部 小 学 校 12月17日～12月24日 東 小 学 校 11月13日～11月21日

9 美 浜 北 小 学 校 1月 1 2日～ 1月 1 5日 日 の 出 南 小 学 校 11月18日～11月22日

10 美 浜 南 小 学 校 1月 1 8日～ 1月 2 2日 南 小 学 校 11月25日～11月29日

11 浦 安 小 学 校 1月 2 5日～ 1月 2 9日 富 岡 小 学 校 1 2月 2日～ 1 2月 6日

12 入 船 小 学 校 1 月 2 5 日 ～ 2 月 1 日 入 船 小 学 校 1 2月 3日～ 1 2月 6日

13 高 洲 小 学 校 2 月 8 日 ～ 2 月 1 2 日 舞 浜 小 学 校 12月3日～12月12日

14 日 の 出 南 小 学 校 2 月 8 日 ～ 2 月 1 2 日 高 洲 北 小 学 校 12月9日～12月13日

15 明 海 南 小 学 校 2 月 8 日 ～ 2 月 1 2 日 浦 安 小 学 校 12月10日～12月13日

16 明 海 小 学 校 2月 1 5日～ 2月 1 9日 高 洲 小 学 校 12月16日～12月20日

17 東 野 小 学 校 2月 1 5日～ 2月 1 9日 美 浜 北 小 学 校 12月16日～1月17日

令和２年度(中学校9校) 令和元年度(中学校9校)

1 美 浜 中 学 校 1 1月 2日～1 1月6日 富 岡 中 学 校 6 月 1 0 日 ～ 6月 1 4 日

2 日 の 出 中 学 校 1 1月 2日～1 1月6日 見 明 川 中 学 校 6月 1 7 日 ～ 6月 2 1 日

3 入 船 中 学 校 1 1月 2日～1 1月6日 高 洲 中 学 校 6月 1 7 日 ～ 6月 2 8 日

4 高 洲 中 学 校 11月9日～11月13日 浦 安 中 学 校 6 月 2 4 日 ～ 6月 2 8 日

5 浦 安 中 学 校 11月16日～11月27日 明 海 中 学 校 7 月 1 日 ～ 7 月 5 日

6 堀 江 中 学 校 11月16日～11月20日 日 の 出 中 学 校 7 月 １ 日 ～ 7 月 1 2 日

7 富 岡 中 学 校 11月30日～12月4日 入 船 中 学 校 7 月 8 日 ～ 7 月 1 2 日

8 明 海 中 学 校 12月8日～12月14日 堀 江 中 学 校 7月 1 6 日 ～ 7月 1 9 日

9 見 明 川 中 学 校 1月1 2日～1月 1 5日 美 浜 中 学 校 9月 1 0 日 ～ 9月 1 7 日
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２ Webを活用した被爆体験講話事業

（１）実施内容

次第に風化していく原爆・戦争の記憶を今にとどめ、核兵器の恐ろしさ、戦争の悲惨さを、

戦争を知らない若い世代や次代を担っていく市民に伝え、平和の尊さを理解してもらうことを

目的に、被爆体験講話事業を実施しました。

令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、Web を活用して、長崎の語り部田

川博康氏による被爆体験講話及び浦安被爆者つくしの会会長 宇田川太江子氏、浦安市平和使

節団 OB・OG による平和を語る会を開催し、録画した映像を市民に視聴してもらうことで平和

の尊さへの理解に寄与することができました。

また、浦安市平和使節団 OB・OG に参加してもらうことによって、青少年のつながりの構築

もできました。

例年であれば、会場にて市民 100 人程度が講話を聴講していましたが、Web で配信したこと

で、聴講できる方が増え、令和３年３月末時点で 800 人以上の視聴回数となっています。

（２）日時

８月 17 日(月)

① 午後２時 30 分～午後３時 30 分 長崎の語り部による被爆体験講話

② 午後３時 30 分～午後４時 平和を語る会

（３）参加者

① 長崎の語り部：公益財団法人 長崎平和推進協会継承部会員（被爆者）田川 博康氏

② 浦安被爆者つくしの会 会長 宇田川 太江子氏

③ 浦安市平和使節団 OB・OG ８名

（４）Web による開催方法

スカイプを活用し、上記（３）参加者による無料ビデオ通話及び録画を行いました。

（５）Web への投稿

令和２年 8月 31 日に YouTube（urayasukoho アカウント）へ投稿しました。

YouTube URL

https://www.youtube.com/watch?v=cFLx0_BwYos

QR コード
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収録の様子

配信動画 タイトル画面
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３ 国際平和デー記念行事

（１）実施内容

「非核平和都市」を宣言している本市において、世界の停戦と非暴力の日として国連が定め

た平和の記念日「国際平和デー」に記念行事を行いました。

国際平和デー記念行事は、令和２年度が初めての取り組みとなり、市内にある大蓮寺や協力

ホテルにおいて、同時刻に平和の鐘を打ち鳴らし、市民の方に、平和について考えていただく

よう呼びかけました。

ギャラリーや近隣住民が鐘の音を聞いたこと、実施直後に、それぞれの鐘を鳴らす様子を市

の公式ツイッターに投稿し、多くの方が動画を閲覧したことで、非核平和のみならず、家族や

友人など、身近なコミュニティでの平和を築いていくことの大切さなど、広く平和について考

えるきっかけとすることができました。

（２）実施日時

令和２年９月 21 日（月・祝） 午後０時 30 分

（３）実施施設

○ 大連寺において、セレモニーを行い、午後０時 30 分に、市長が鐘を撞きました。

その後、来場者が順番に鐘を撞く時間を設けました。

○ ホテルの鐘は、午後０時 30 分より、60 秒間を目安に、ホテル担当者が鳴らました。

【協力施設】

名称 住所 鐘の種類

1 浄土宗大蓮寺 堀江 4-14-2 鐘楼

2 オリエンタルホテル東京ベイ 美浜 1-8-2 チャペル用

3 浦安ブライトンホテル東京ベイ 美浜 1-9 チャペル用

4 ヒルトン東京ベイ 舞浜 1-8 チャペル用

（４）ツイッター動画再生数（令和３年３月 31 日現在）

○ 大蓮寺 2,850 回

○ オリエンタルホテル東京ベイ 654 回

○ 浦安ブライトンホテル東京ベイ 1,661 回

○ ヒルトン東京ベイ 2,744 回
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大蓮寺 ヒルトン東京ベイ

オリエンタルホテル東京ベイ 浦安ブライトンホテル東京ベイ

国際平和デー記念行事の様子 令和２年９月 21 日
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４ 子どもたちによる“平和なまち”絵画コンテスト 2020

（１）実施内容

平和首長会議が実施している、全加盟都市の子どもたちを対象とした“平和なまち”絵画コン

テスト 2020 について、本市においても募集の周知・選定等を行うことにより、次代を担う若い

世代を中心とした市民の平和に対する意識を高めることを目的に実施しました。

絵画コンテストは、令和２年度が初めての取り組みでしたが、募集チラシを全市立小・中学生

等に配布したこともあり、88 作品の応募がありました。

応募いただいた全作品は、市のホームページで掲載し、入賞作品 6 点は、平和事業の啓発イ

ベント等で配布する啓発グッズや小・中学校で配布する平和カレンダーに印刷して活用していま

す。

（２）応募資格

令和２年 11 月 20 日時点で６歳以上 15 歳以下の浦安市民

絵画コンテストチラシ 作品展示の様子
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矢野 光峻さん 12 歳

受賞作品 ※年齢は令和２年 11 月 20 日時点

作品展示の様子

貧困や戦争のない、誰もが幸せな世界になって欲しいです。平和への思い

最優秀賞（市長賞）
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受賞作品 ※年齢は令和２年 11 月 20 日時点

醍醐 みのりさん 11 歳

長谷川 舞さん 10 歳

優秀賞

いつも通りの風景と、子どもが遊んでいる絵を描きました。「白いハトが

いつも通りの毎日をはこんでくる。」をイメージして描きました。

優秀賞

広島のげんばくで、いまも、世界中で戦争があるから、その世界中の人々

が仲良く、楽しく、平和にくらせるように、こめてかきました。まん中

の、手と手があくしゅしている所は、子どもや大人、いま戦争をしてい

る国と国の人がつながるという意味でかきました。
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受賞作品 ※年齢は令和２年 11 月 20 日時点

安武 環さん 8 歳

高橋 乃穂さん 8 歳

西尾 かれんさん 11 歳

入賞

みんながわらっていて、自ぜんが多く

て、みんなでなかよくたのしくでき

て、虫やさかな、どうぶつがたくさん

いて、とてもにぎやかな町。

入賞

入賞

人間、犬、魚、鳥が気持ち良さそうに

すごしています。大きなにじがかか

り、ハトが幸せを届けてくれます。い

つまでも浦安が平和でありますよう

にと願いをこめて描きました。

様々なルーツをもつ子ども達が運動

会でパラバルーンをしています。

人しゅさべつなく、いっしょにわらっ

ていて、みな、こせいを持っています。
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５ 原爆展

（１）開催内容

本事業は、非核平和事業の一環として、次第に風化していく原爆・戦争の記憶を今にとどめ、

戦争を知らない世代へ平和の尊さ、戦争の悲惨さを伝えることを目的として開催しました。

（２）開催期間

令和２年７月21日（火）～８月31日（月）（ただし、土曜日及び祝日を除く）

（３）開催時間

午前８時30分～午後５時

（４）開催場所

市役所１階市民ホール

（５）展示の内容

① ヒロシマ・ナガサキ原爆写真ポスター30枚、広島市民が描いた原爆の絵30枚（広島平和記

念資料館から借用）

② 原爆投下後の惨状を写した写真パネル20枚（長崎原爆資料館から借用）

③ 都立第五福竜丸被爆写真パネル42枚（（公財）第五福竜丸平和協会から借用）

④ 浦安市民から寄せられた千羽鶴

⑤ アンケートコーナー

（６）来場者数

計 5,966 人

原爆展の様子
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６ その他の非核平和事業

(１) 横断幕及び電光掲示板での啓発

① 実施内容

「核兵器のない平和な世界を」と記した横断幕を浦安駅前歩道橋、新浦安駅北口歩道橋、

舞浜駅北口歩道橋に掲出しました。また、市役所電光掲示板で啓発しました。

② 横断幕期間

令和２年７月10日(金)～９月11日(金)

③ 場所

ア 横断幕：浦安駅前防護柵、新浦安駅北口歩道橋、舞浜駅北口歩道橋

イ 電光掲示板：庁舎電光掲示板

(２) 平和の千羽鶴募集及び献納

① 実施内容

市民から平和の千羽鶴を募集し、広島市・長崎市への献納を実施しました。

③ 募集期間・献納数

募集期間：令和２年７月１日（水）から７月31日（金）、献納数：60,385羽

(３) 黙とうの呼びかけ

① 実施内容

原爆の投下日に原爆死没者のめい福と核兵器の廃絶を願い、１分間の黙とうの実施につい

て広報うらやす（８月１日号）で市民にお願いするとともに、市役所の庁内放送で、来庁者

や職員に対して呼びかけを行いました。

(４) 非核平和カレンダーの作成

① 実施内容

本市の非核平和事業の取り組み内容を掲載した年度カレンダーを作成し、小・中学校をは

じめとする市内各所へ配布しました。

浦安駅前 電光掲示板
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７ 非核平和都市宣言

非核平和都市宣言

真の恒久平和は人類共通の願いである。しかしながら、核軍備の拡張は依然と

して続けられ、世界平和に深刻な脅威をもたらしていることは、全人類のひとし

く憂えるところである。

わが国は、世界唯一の核被爆国として、また平和憲法の精神からも、再びあの

広島・長崎の惨禍を絶対に繰り返させてはならない。

私たち浦安市民は、日本国憲法に掲げられた恒久平和主義の理念のもとで“緑

あふれる海浜都市”づくりを進めており、その実現もまた平和なくしてはあり得

ない。

私たち浦安市民は、被爆40周年の節目にあたるこの機会に、非核三原則が完全

に実施されることを願いつつ、すべての核兵器保有国及び将来核兵器を所有しよ

うとする国に対し核兵器の完全禁止と廃絶を希求し、世界の恒久平和確立のため、

ここに「非核平和都市」となることを宣言する。

昭 和 6 0 年 3 月 2 9 日

千 葉 県 浦 安 市
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